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従来、木製家具は構造や強度の面から、広葉樹を用い
て作られることが多い。 その広葉樹が育つ常緑樹林は、
近年、土地開発に伴う森林伐採により、減少してきた。
さらに環境保全の面から、現存する森林を保護する動き
が進んでいて、 益々供給が難しくなってきた。
一方、スギ ・ヒ ノキに代表される針葉樹は、木材生産
のため広 く植林されたが、現在安い外材に押され、 市場
拡大が望めず、伐れば赤字、出荷すれば赤字という 。 そ
のため管理も行き届かずに、森が荒廃の一途にある。 植
林した森は、間引 きをしていかないと荒れてしまうので
ある 。
そこで、スギやヒノキの間伐材の有効活用が広く問わ
れている今、本来家具に不向きである針葉樹を用いて、
家具を成立させる試みを行った。
針葉樹の欠点である、強度不足や大断面材の割れを克
服するために、次の解決方法で、家具のシステム提案を
する 。
l 強度を確保するために、裕子組にする。
2目 厚材をとれない針葉樹の間伐材を、小割りに使用する
ことによって、供給を充足。
3. 部材の色のパラつきが、逆にデザイ ンに効果的に働
く 。
4 . ユニッ ト展開により、単一部品で成立する。さらに 、
用途拡張を可能にする。
格子組の函板は、座面、ときには天板、あるいは棚板
になる 。 40 × 300 × 6mmのスギ材を使用し、それに刻み
を入れて、相欠け継ぎによ って、縦14枚横14枚を組んで、
出来上がる。 薄板で構成されているが、幅を持たせるこ
とで強度を確保している 。 通常、組子は釘や接着剤を使
わないが、強度を出すためにこの格子組は、接着剤で固
定している。それによ っ て、座面としたときの強度を卜
分確保している。
また、この材料取りであれば、針葉樹の間伐材でも十
分対応できる。
さらに部品取りをするとき、赤身や白肌といった色の
ばらつきを操作せず、敢えて規則性を持たせなかった。
その結果、格子面板に現れる色味が微妙なニュアンスに
なり、デザインの要素として効果的に働いた。
脚、あるいはジョイント部は、米松材を使用。端部の
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クロス状のスリットにより、格子組面板のどの部分にも
連結可能。 300mm、 400mm 、 660mm 、 920mmの4種類の
長さを用意する。基本形としてのスツ ールの座面高が、
400mm とし、そこから 4景々な形に展開できるように 、
300mmのジョイント部で拡張させる。 そのため、バリエ
ーションは豊富で、様々な用途に対応することができる 。
この提案が、針葉樹間伐材の有効活用に生かされ、森
林の回復に少しでも貢献できれば、幸いである。
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